
第２回　岐阜県省エネ・新エネ推進会議
―要旨―

日時：平成２７年９月１４日（月）　１５：００～１６：４５
場所：岐阜県庁７階　７北１会議室

【議事１：次世代エネルギービジョンの改定について】
○ビジョン改定の方向性・目標値について

・理念の文言、「地域資源」の考え方は岐阜県の特色、個性なので重要。
・次世代エネルギーに係る産業振興については、岐阜県の製造業の特徴をきちんと押さえ、すでに基盤のある分野を活用しないと何年たっても実を結ばない。何もない分野の新規参入はほぼ絶望的な手探り状態。
・太陽光発電の目標　７.1倍は厳しいので現実的な数字の再考をしてはどうか。

・県内でさまざまな再生可能エネルギーを検討している話を聞く。そうした案を実現するため、県として何をするのか盛り込んではどうか。資金や地元の話し合いの場を県がつくるなどの支援が必要ではないか。

・次世代自動車にクリーンディーゼルも目標に加えてはどうか。
○省エネについて

・民生家庭部門については充分取り組んでいるが、中小企業の方が対策は遅れている。中小企業のエネルギー消費削減には、住宅で取り組んだ内容が活かせるのでは。
・国が施設から在宅に介護を戻すように計画しているため、民生家庭のエネルギー消費がどうなるか不安がある。そういった、総合的なところを考えて計画を立てる必要がある。

・新築はゼロエネで行けるが、既存の住宅に省エネ・新エネを広げることは困難で、そこに課題がある。
・住宅への省エネ・新エネ導入のため、岐阜県が旗を振ってもっと「理念」をアピールする必要がある。
・既存住宅用に一部屋だけのリニューアル、減築など、消費者ニーズに対応をする提案を事業者にするような方向を盛り込んではどうか。

・今ある設備の使い方による省エネの提案があっても良いのではないか。
○再生可能エネルギーの創出について

・バイオマスへの注力は賛成。

・産学官連携のコンソーシアムは成功・技術を積み上げて、外から金・人・技術を呼び込めるように発展すると良い
・太陽光は増えているがＦＩＴ次第。今後は自家消費型のコンパクトな３kW以下が増えるのでは。
・太陽光、バイオマス、水素エネルギーなど取組間の相互連携がないので、情報交換の場などを設けるのが良いのでは。

・太陽熱は有効な手段なので検討が必要と考える。
【議事２：今夏の電力需給・節電対策について】
・中部電力（株）

　全体として安定した状況だった。暑さの厳しい時期もあったが、みな様のご協力もありほぼ想定内だった。
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